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１
９
８
０
年
代
の
日
本

は
、
力
強
い
経
済
発
展
を

遂
げ
て
い
た
。
企
業
も
個

人
も
挑
戦
の
姿
勢
が
強
か

っ
た
。
ヤ
ク
ル
ト
に
勤
め

て
い
た
舘
氏
も
起
業
し
た

い
と
の
欲
求
が
溜
ま
っ
て

い
た
。

　

青
梅
市
が
米
国
ル
イ
ジ

ア
ナ
州
の
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ

ト
市
と
交
流
を
模
索
す
る

　

日
本
初
の
都
市
型
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
と
し
て
誕
生
し
た
多
摩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
舘
盛
和
社
長
、
青
梅
市
新
町
）
が
今
年
で
設
立
40
周
年
を
迎
え
た
。
バ
ブ

ル
崩
壊
後
の
経
済
状
況
や
電
波
障
害
の
な
い
地
域
と
い
う
ハ
ン
デ
を
背
負
い
開
局
後

10
年
間
は
赤
字
が
続
い
た
。
だ
が
、
地
域
に
根
差
し
た
番
組
作
り
や
一
早
く
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
事
業
を
取
り
組
む
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
契
約
世
帯
を
拡
大
。

そ
の
後
は
年
々
、
安
定
し
た
収
益
を
生
み
出
し
、
青
梅
市
、
西
多
摩
経
済
を
代
表
す

る
企
業
に
成
長
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　（
東
京
25
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
岡
村
信
良
）

地
域
に
根
差
し
た
番
組
作
り
や
一
早
く
ネ
ッ
ト
事
業
取
り
込
む

中
で
、
舘
氏
は
民
間
の
立

場
か
ら
協
力
し
、
現
地
を

訪
問
す
る
機
会
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
目
の
当
た
り

に
し
た
の
が
多
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
。

地
元
の
ニ
ュ
ー
ス
、
ス
ポ

ー
ツ
の
ほ
か
、
様
々
な
専

門
放
送
が
流
れ
、
視
聴
す

る
誰
も
が
熱
狂
し
て
い

た
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

多
様
性
が
日
本
で
も
支
持

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
直
感
。
日
本
で
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
局
を
作
ろ
う
と

の
思
い
が
膨
ら
ん
だ
。

　

設
立
に
向
け
て
の
資
金

調
達
は
ま
ず
親
戚
や
知
人

を
当
た
っ
た
。
次
に
地
元

の
有
力
者
に
声
を
か
け
、

10
人
の
発
起
人
を
集
め

た
。
40
〜
50
代
が
中
心
で

30
代
の
舘
氏
が
最
年
少
だ

っ
た
。

　

１
９
８
３
年
６
月
に
会

社
を
設
立
。
す
ぐ
さ
ま
開

局
申
請
に
取
り
か
か
っ
た

が
、
壁
に
当
た
っ
た
。
そ

の
頃
、
郵
政
省
も
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
関
心
を
寄
せ

い
て
い
た
が
、
そ
れ
は
ビ

ル
陰
な
ど
の
電
波
障
害
対

策
や
区
域
外
再
送
信
と
し

て
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
。

ビ
ジ
ネ
ス
、
そ
し
て
双
方

向
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な

ど
の
考
え
は
白
紙
と
い
う

状
態
だ
っ
た
。

　

許
認
可
事
業
に
は
全
て

に
基
準
が
あ
る
が
、
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
は
な
か
っ
た
。

郵
政
省
は
も
ち
ろ
ん
建
設

省
、
通
産
省
の
関
係
す
る

事
も
多
く
、
舘
氏
は
説
明

に
出
向
き
、
時
に
は
関
連

各
課
、
各
省
庁
担
当
部
署

と
定
時
過
ぎ
に
酒
を
酌
み

交
わ
し
、
都
市
型
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
議

論
。
何
10
チ
ャ
ン
ネ
ル
も

放
送
で
き
る
広
帯
域
で
あ

る
こ
と
、
一

定
以
上
の
エ

リ
ア
で
あ
る

こ
と
、
将
来

の
通
信
に
備

え
て
双
方
向

で
あ
る
こ
と

な
ど
を
整
理

し
た
。

　

労
苦
が

報

わ

れ

た

の

が
、

１
９
８
７
年

４
月
。
多
摩

ケ
ー
ブ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

は
都
市
型
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
日
本
第
１

号
と
し
て
開

局
し
た
。
ニ

ュ
ー
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
の

関
心
を
集

め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

を
は
じ
め
民
放
と
大
手
新

聞
各
社
が
大
々
的
に
報
じ

た
。
舘
氏
と
関
係
者
が
日

本
の
都
市
型
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
未
来
を
切
り
開
い

た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

た
だ
、
開
局
後
も
困
難

は
続
い
た
。「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

も
な
い
の
に
、
な
ん
で
テ

レ
ビ
を
見
る
の
に
お
金
を

払
う
の
？
」。
有
料
放
送

は
簡
単
に
受
け
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
。
加
入
者
は
思

惑
通
り
に
増
え
ず
赤
字
を

重
ね
、
債
務
超
過
に
陥
っ

た
。
バ
ブ
ル
景
気
後
の
大

幅
な
金
融
引
き
締
め
も
こ

た
え
た
。

　

10
年
間
は
赤
字
が
続
い

た
。
そ
れ
で
も
加
入
者
が

増
え
、
少
し
ず
つ
利
益

が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

徐
々
に
繰
越
欠
損
を
減
ら

し
、
欠
損
が
10
億
に
な
っ

た
時
、
95
％
の
無
償
減
資

を
断
行
。
そ
の
減
資
差
益

と
当
期
利
益
で
一
気
に
債

務
超
過
と
繰
越
欠
損
を
解

消
し
た
。
翌
期
か
ら
配
当

も
開
始
で
き
た
。

　

加
入
者
増
加
の
背
景
に

は
多
摩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
加
入
す
れ
ば
、

「
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
が
毎

日
見
ら
れ
る
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
、
地
域
に
浸
透
し

た
こ
と
だ
。
生
活
圏
の
情

報
は
重
宝
さ
れ
、「
コ
ミ

ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
だ
け

見
ら
れ
れ
ば
い
い
」
と
い

う
声
も
あ
る
ほ
ど
だ
。

　

例
え
ば
１
万
９
０
０
０

人
参
加
す
る
青
梅
マ
ラ
ソ

ン
の
実
況
中
継
は
開
局
以

来
の
看
板
番
組
。
優
勝
争

い
を
映
す
の
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
中
間
ポ
イ
ン
ト
、

折
り
返
し
地
点
、
ゴ
ー
ル

な
ど
に
定
点
カ
メ
ラ
を
据

え
、
出
場
者
全
員
の
姿
を

映
す
。
参
加
者
が
帰
宅

多摩ケーブルネットワーク設立 40周年　
苦難のスタートから西多摩経済代表する企業へ

日本初の都市型
ケーブルテレビ

５Ｇ時代へブランド力高める

青梅大祭や青梅マラソンは開局
以来の看板番組に

舘盛和社長

後
、
家
族
で
一
緒
に
見
ら

れ
る
よ
う
夜
も
再
放
送
を

行
い
、
１
日
13
時
間
マ
ラ

ソ
ン
を
放
映
す
る
。

　

５
月
に
開
か
れ
る
青
梅

大
祭
の
６
時
間
半
に
わ
た

る
生
中
継
も
看
板
だ
。
計

12
の
山
車
が
青
梅
市
の
街

中
を
曳
か
れ
る
が
、
祭
り

の
当
日
だ
け
で
な
く
、
祭

り
に
向
け
た
各
町
内
会
の

稽
古
風
景
も
リ
ポ
ー
ト
す

る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
充
実
に
加
え
。
飛

躍
を
加
速
さ
せ
た
の
が
最

高
品
質
の
提
供
に
努
力
し

続
け
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
だ
っ

た
。

　

統
合
が
相
次
ぎ
、
一
極

集
中
が
続
く
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
業
界
だ
が
、
多
摩
ケ

ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

買
収
の
持
ち
掛
け
も
す
べ

て
断
っ
た
。
５
Ｇ
時
代
の

到
来
に
備
え
、
高
ク
オ
リ

テ
ィ
の
サ
ー
ビ
ス
で
ブ
ラ

ン
ド
力
も
高
め
て
き
た
。

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
（
地
域
広
帯

域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
）

の
認
可
も
得
て
、
無
線
・

有
線
の
イ
ン
フ
ラ
を
揃
え

た
。「
情
報
化
時
代
、
地

域
に
根
差
し
て
最
先
端
技

術
を
活
用
す
れ
ば
、
面
白

い
こ
と
が
で
き
る
」
と
舘

氏
は
今
後
を
見
据
え
る
。
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令和5年3月月月の営業
<月曜日を除除除く全日>ご昼食（11 時～15 時受付）

付付受時時91～時71（）制約予ごの迄日前（食夕ご夕ご夕
<月曜日> ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

定休日：毎週火曜日、水曜日 ※21日、29日は営業
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青梅市藤橋2－32
☎0428 30‐16611☎0428 30‐16611☎0428‐30‐16611☎0428 30‐16611☎0428 30‐16611

定定休休日：日：毎毎週週火火曜曜日日、水水曜曜日日
※21日、29日は営業

令和5年3月の営業
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お越しの際はホームページか
電話でご確認ください。


